






































はじめに

少産化時代という背景に、胎児診断・羊水検査といった医療技術が進歩し、いくつかの病

気に対する胎児治療さえも可能になった。また、「産む・産まない」にかかわらず、「男の

子(女の子)が欲しい」など・出産に対する選択の幅も拡大しつつある。

この医療技術の進歩は、一方で生命倫理的な問題を生起させた。特に、次子出産を考えた

場合、障害児を既に家族の一員として迎えている親は、健常児の親にくらべて次の子供を

妊娠・出産することに対して不安を抱いたり、葛藤を経験することが多い。

もちろん障害児を育てる中で次子出産に対して葛藤を経験しない親もいる。しかし、既に

障害児がいる親(家族)の多くは、生命倫理的問題のみならず、様々な物理的・経済的・身

体的負担を抱えている。それらが、次子出産に対する“自然な”態度決定を困難にさせて

いると推察される。ここで述べた「出産に対する、より自然な態度決定」とは、自由な家

族計画とも言い換えられる。「産む・産まない」あるいは、「出生前診断を受ける・受けな

い」などといったことは、社会的価値観・倫理観とは別に、出産に関して自分が（夫婦が)

主体的に判断を下す態度である。こうした自然な家族計画が、障害児を持つ親にとって、

健常児の親以上に難しいといえるのではないだろうか。

このことから、次子出産に対して影響を及ぼすであろう親(家族)の負担を具体的に把握し、

そこから援助の視点を見出す必要があると思われる。


